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フ
レ
イ
ル
と
は

　

平
成
26
年
５
月
、
日
本
老
年

医
学
会
か
ら
フ
レ
イ
ル
に
関
す

る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
が
発
表
さ

れ
た
。
そ
の
中
で
、Frailty

は
、

「
高
齢
期
に
生
理
的
予
備
能
が

低
下
す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
に

対
す
る
脆
弱
性
が
亢
進
し
、
生

活
機
能
障
害
、
要
介
護
状
態
、

死
亡
な
ど
の
転
帰
に
陥
り
や
す

い
状
態
で
、
筋
力
の
低
下
に
よ

り
動
作
の
俊
敏
性
が
失
わ
れ
て

転
倒
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
身

体
的
問
題
の
み
な
ら
ず
、
認
知

機
能
障
害
や
う
つ
な
ど
の
精

神
・
心
理
的
問
題
、
独
居
や
経

済
的
困
窮
な
ど
の
社
会
的
問
題

を
含
む
概
念
で
あ
る
」
と
定
義

さ
れ
、
認
知
度
を
上
げ
る
た
め

に
「
フ
レ
イ
ル
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、「
フ
レ
イ
ル
」
は
、
複

数
の
生
体
シ
ス
テ
ム
の
不
都
合

に
よ
り
も
た
さ
れ
る
１
つ
の
症

候
群
で
あ
り
、
整
理
す
る
と
①

身
体
的
表
現
型
（
易
疲
労
、
体

重
減
少
、
低
い
握
力
、
遅
い
歩

行
速
度
、低
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
）

と
②
マ
ル
チ
ド
メ
イ
ン
表
現
型

（
身
体
的
表
現
＋
認
知
的
・
機

能
的
・
社
会
的
領
域
の
低
下
）

の
２
つ
の
表
現
型
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。「
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
」
が
、
加
齢
に
伴
っ
て
生
じ

る
筋
肉
量
お
よ
び
筋
力
の
低
下

に
限
局
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
フ
レ
イ
ル
は
、
加
齢
に
伴

う
総
合
的
な
虚
弱
状
態
を
示
す

こ
と
に
な
る（
表
１
）。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の

栄
養
と
食
事

　

フ
レ
イ
ル
に
陥
る
最
初
の
誘

因
は
、
何
と
な
く
食
事
量
が
減

少
す
る
こ
と
で
あ
る
。
食
べ
る

量
が
徐
々
に
減
少
し
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
タ
ン
パ
ク
質
の
不
足

状
態
が
続
け
ば
、活
動
力
、筋
力
、

身
体
機
能
が
低
下
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
が
減
少
し
、
そ
の

結
果
、
食
欲
が
減
少
し
、
さ
ら

に
摂
取
量
が
低
下
し
て
低
栄
養

状
態
が
深
刻
化
し
、
フ
レ
イ
ル

状
態
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
に
最
も
影

響
す
る
の
は
、タ
ン
パ
ク
質
エ
ネ

ル
ギ
ー
低
栄
養
障
害（protein 

energy m
alnutrition

：Ｐ
Ｅ
Ｍ
）

で
あ
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｍ
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
を
主
体
と
す
る
マ

ラ
ス
ム
ス（m

arasm
us

）型
と

タ
ン
パ
ク
質
を
主
体
と
す
る
ク

ワ
シ
オ
ル
コ
ル（kwashiorkor

）

型
が
あ
る
が
、
高
齢
者
の
場
合

は
混
合
型
が
多
く
、
低
体
重
で

筋
肉
も
減
少
し
、
血
中
の
ア
ル

ブ
ミ
ン
も
低
下
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
ア
ミ
ノ
酸
ス
コ
ア

価
が
高
い
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質

食
品
を
積
極
的
に
摂
取
す
る
こ

と
が
重
要
に
な
る
。
ま
た
、
同

じ
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
食
品
で

も
、
ホ
エ
ー
タ
ン
パ
ク
質
は
摂

取
後
の
骨
格
筋
タ
ン
パ
ク
質
の

合
成
率
が
高
く
、
そ
の
原
因
と

し
て
ロ
イ
シ
ン
の
含
有
量
が
多

い
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

Sm
ith

ら
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
に
対
し
て
、
ｎ-
３
系

脂
肪
酸
を
８
週
間
投
与
す
る
と

筋
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
率
が

コ
ー
ン
オ
イ
ル
と
比
較
し
て
有

意
に
上
昇
し
た
。
著
者
ら
は
中

鎖
脂
肪
酸
を
含
有
し
た
乳
化
飲

料
を
、
高
齢
者
に
12
週
間
投
与

し
て
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
が
有

意
に
上
昇
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
イ
タ
リ
ア
で
の

InCHIANTI Study

に
よ
り
、

虚
弱
の
有
無
と
摂
取
栄
養
素
と

の
関
連
を
解
析
し
た
結
果
、
タ

ン
パ
ク
質
以
外
に
も
、
抗
酸
化

ビ
タ
ミ
ン
で
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

と
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
さ
ら
に
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
や
葉
酸
に
有
意
な
関
連

性
が
抽
出
さ
れ
、
そ
の
他
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
６
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12

を
十
分
摂
取
す
る
必
要
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
場
合
、
食
欲
低
下

や
味
覚
変
化
に
よ
り
摂
取
量
が

低
下
す
る
こ
と
が
多
く
、
骨
・

関
節
疾
患
な
ど
に
伴
う
疼
痛
、

義
歯
不
具
合
、
嚥
下
機
能
低
下

な
ど
が
重
な
る
と
さ
ら
に
減
少

す
る
。
薬
物
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト

の
副
作
用
、孤
立
感
や
疎
外
感
、

う
つ
状
態
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
に
よ

り
買
い
出
し
や
食
事
準
備
な
ど

も
億
劫
に
な
り
、
こ
れ
ら
も
摂

取
量
の
減
少
に
関
与
す
る
場
合

が
あ
る
。
ま
た
、低
栄
養
に
は
、

消
化
・
吸
収
障
害
、
栄
養
素
の

喪
失
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素

の
必
要
費
の
増
大
な
ど
も
関
係

し
て
い
る
。

健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
の

栄
養
・
食
事

　

神
奈
川
県
は
、「
健
康
寿
命

態
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る

た
め
に
、
人
々
は
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
、
は
つ
ら
つ
と
美
し

く
生
き
、
幸
せ
で
い
た
い
と
願

う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を
維
持
、
向
上
さ
せ
る
べ

き
栄
養
・
食
事
の
あ
り
方
の
議

論
が
重
要
な
課
題
に
な
る
。

　

例
え
ば
気
心
が
知
れ
た
家
族

や
友
人
、
信
頼
で
き
る
人
ら
と

一
緒
に
食
べ
る
と
会
話
も
弾

み
、
精
神
的
な
生
き
る
力
を
得

る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
は
モ

デ
リ
ン
グ
と
い
う
現
象
で
あ

り
、
選
択
す
る
食
品
や
メ

ニ
ュ
ー
の
内
容
が
よ
く
な
る
。

一
方
、
１
人
で
黙
々
と
食
べ
る

と
、
自
分
の
食
べ
た
い
も
の
ば

か
り
を
選
択
し
、
嗜
好
性
の
高

い
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
に
偏
っ
て

し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。

　

健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
食
事

に
は
、栄
養
の
面
だ
け
で
な
く
、

人
を
健
康
で
幸
福
に
す
る
総
合

的
視
点
が
必
要
に
な
る
。

　

多
く
の
高
齢
者
が
要
介
護
に
至
る
前
段
階
で
「
フ
レ
イ
ル
」
の
状
態
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
早
期
発
見
し
対
応
す
る
こ
と
で
、
要
介
護
状
態
に

陥
る
人
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
な
さ

れ
て
き
た
。

　

こ
こ
で
は
、
フ
レ
イ
ル
の
定
義
や
、
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
上
げ
る
食
生
活
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
・
中
村
丁
次
学
長
に
執
筆
い
た

だ
い
た
。

今月の主なニュース
「
安
衛
法
改
正
」
６
月
１
日
か
ら

�

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
義
務
化

「
私
と
協
会
」

�

産
業
医
科
大
学
教
授　

堀
江 

正
知

神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会
例
会

�

「
自
閉
症
」
を
体
験
す
る

「
保
健
室
」�

三
浦
市
立
岬
陽
小
学
校　

笹
原　

詩
織

第
３
次
食
育
推
進
基
本
計
画

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
号
」発
車

「
フ
レ
イ
ル
」予
防
の
栄
養
学

―
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に
―

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
学
長
　

中
村
　
丁
次

表1 フレイルの特徴

図1 健康寿命が維持できなくなった（介護が必要となった）理由

２面３面４面

要支援者

33.5％ 50.1％

要介護者

総数

約３割は生活習慣病、約半分は栄養障害
　　　　　　　　　　生活習慣病と衰弱の予防

脳血管疾患（脳卒中）
心疾患（心臓病）
糖尿病
呼吸器疾患
悪性新生物（がん）
認知症
高齢による衰弱
関節疾患
骨折・転倒
その他

0 20 40 60 80 100％

15.1 15.2 19.4 12.7 18.46.16.1 3.53.5 3.73.7
2.32.33.53.5

24.1 20.5 13.1 7.4 9.3 14.83.23.2 2.52.5
2.82.82.22.2

21.5 15.3 13.7 10.9 10.2 16.43.93.9 2.82.8
3.03.0 2.32.3

（資料：厚生労働省「平成22年国民生活基礎調査の概況」）

の
日
本
一
」を
め
ざ
し
、「
未
病
」

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
健

康
寿
命
の
延
伸
と
は
、
寿
命
ま

で
他
人
の
お
世
話
に
な
ら
ず
自

立
し
た
生
活
を
続
け
る
こ
と
で

あ
り
、
で
き
る
限
り
要
支
援
や

要
介
護
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
。
支
援
や
介
護
の
原

因
を
調
べ
る
と
、
生
活
習
慣
病

の
後
遺
症
と
、認
知
症
、衰
弱
、

関
節
疾
患
、
骨
折
・
転
倒
な
ど

の
老
年
症
候
群

で
あ
り
、
老
年

症
候
群
予
防
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が

フ
レ
イ
ル
で
あ

る
（
図
１
）。

　

一
方
、
健
康

寿
命
の
延
伸
と

は
、
単
に
疾
病

の
予
防
・
治
療

だ
け
で
は
な

く
、
精
神
的
に

も
社
会
的
に

も
、
良
好
な
状

①　１年間で４～５㎏の体重減少
②　主観的疲労感
③　日常生活の活動量の低下
④　身体能力（歩行速度）の減弱
⑤　筋力（握力）の低下

＊�1 ～ 2つ該当でプレフレイル
　3つ以上該当でフレイル
＊�③～⑤に限定されていれば、
サルコペニア


